
　　どうぞお掛けになって、お書きください。 ْلِ ٱجْلسِْ وَٱكْتُب .تَفَضَّ

　　君（少年よ）、静かにしなさい。＜男・単＞

　　私の話を聞いてください。＜女・単＞

　　早く学校に行きなさい。＜男・複＞ ٍاِذْهَبُوا إلَِى ٱلْمَدْرَسَةِ بِسُرْعَة.

.اِسْمَعًِ كَلََمًِ 

ا وَلَدُ ٌَ .اسُْكُتْ 

ハムザ＋母音を語頭に付加します。

命令形は、２人称の５つのみで、原則として２人称要求法の語頭の ت (ta-, tu-) を 命令形は、相手に命令・要求する時にのみ使われ、特に難しい用法はありません。

単数 双数 複数

省いた形をとります。ただし、その際子音が連続する場合は、 相手の性・数に合わせた活用形を使いましょう。

命令形 Lesson 9

●命令形の活用 ●命令形の用法

ハムザの後の母音は、未完了形の特徴母音が a か i の場合→ i 、

※　男性・複数形の後ろに代名詞接尾形がつく場合、語末の ا は書かれません。

ـ ـ ـوُا (ا  )

２人称・女性 ـ ـ ــًِ (ا  )  （ʾ）---ī ـ ـ ـْنَ (ا  )

２人称・男性 ـ ـ ـْ (ا  ) （ʾ）---

ـ ـ ـاَ (ا  ) （ʾ）---ā

（ʾ）---na

命令形の前に、ْل 。第５形命令形＞を使うと、丁寧な言い方になります＞（どうぞ）  تَفَضَّ

（ʾ）---ū

→ اكُْتُبْ 単数

●強動詞・第１形の命令形の活用
●特殊な命令形

強動詞・第１形の命令形には、語頭にハムザ（ʾ）＋母音 ( i, u ) を付加します。
命令形しかない特殊な動詞があります。よく使われるものを２語あげておきます。

نَ ٌْ تَعَالَ taʿālayna

このハムザは、結ぶハムザですので、別の語に続く場合は、発音されません。 「来い」

(شَرِبَ) تَشْرَبْ → اِشْرَبْ (كَتَبَ) تَكْتُبْ

「飲む」：　特徴母音は a ですから、命令形は <ハムザ＋i 〉 で始めます。
ا ٌَ تَعَالَ taʿālayā

単数 双数 複数 ２人称・女性 ًْ تَعَالَ taʿālay

双数 複数

２人称・男性 تَعَالَ taʿāla تَعَالوَْا taʿālaw

２人称・男性 اِشْرَبْ ʾišrab اِشْرَبُوا ʾišrabū
「もって来い」

اِشْرَبَا ʾišrabā

単数ʾišrabna

「書く」：　特徴母音は u ですから、命令形は 〈ハムザ＋u〉 で始めます。

２人称・女性

هَاتُوا hātū

ا ٌَ هَاتِ hātiyā

هَاتٌِنَ hātīna単数 双数 複数

双数 複数２人称・女性 اِشْرَبًِ ʾišrabī اِشْرَبْنَ

هَاتِ hāti２人称・男性

　　お茶を一杯もってきてください。＜女・単＞

هَاتًِ hātī

ʾuktubī اكُْتُبْنَ

２人称・男性 اكُْتُبْ ʾuktub اكُْتُبُوا

ʾuktubna

.هَاتًِ فِنْجَانَ شَايٍ 

ʾuktubū

.تَعَالَ هُنَا

特徴母音が u の場合→ u となります。

　　こっちに来なさい。＜男・単＞اكُْتُبَا ʾuktubā

２人称・女性 اكُْتُبًِ


